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【はじめに】 

日立 ISE キャリブレータ（液状）の使用方法に

ついて検討することは較正操作を簡便にできる

点、試薬の廃棄量を減らしコスト削減をする点

で重要となる。較正に必要な試薬量および使用

期限について検討したので報告する。 

【機器・試薬】 

使用機器：7180 形日立自動分析装置（日立ハイ

テク）、検討試薬：日立 ISE キャリブレータ（液

状）（日立ハイテク）、標準物質：日立イオン電

極用試薬 標準液(LOW)（富士フイルム和光純

薬）、日立イオン電極用試薬 標準液(HIGH)（富

士フイルム和光純薬）、 QAP トロール 1X・2X

（シスメックス） 

【方法】 

①ISE キャリブレータの量を変えて較正後、ISE

濃度を測定した。 

②ディスポスポイトを較正に使用できるよう、

電子天秤を使用して滴下量を測量した。 

③開封日を起算日とし、開封後 n 日の試薬で較

正後、標準物質 4 種類について ISE 濃度を各 3

回測定した。（n=1～9）。 

④当日開封した試薬で較正後、開封後 n 日の試

薬の ISE 濃度を各 3 回測定した（n=1～9）。 

【結果】 

①ISE 測定値に有意な差は見られなかった。 

②ディスポスポイトは 1 滴が 32～38μL であっ

た。適切に較正するためには最低 5 滴分注すれ 

 ば良いことが示唆された。 

③開封日から開封後 9 日の試薬、いずれの試薬

で較正しても ISE 測定値に有意な差は見られな

かった。 

④開封後 9 日までいずれも ISE 測定値について

表示値との有意な差は見られなかった。 

【考察】 

今後当施設での ISE 較正試薬はディスポスポイ

トを用いて 6 滴分注に統一することとした。 

開封後安定性についてはメーカーが提示する性

能を上回る結果となった。開封後 3 日以上経過

していても使用可能であると考えられる。 

【まとめ】 

逐一試薬量を正確に測り取らなくてもディスポ

スポイトを用いることで操作を簡略化できる。

これにより、さらなる業務の効率化を図ること

が期待できる。 そして、使用期限の 2 日を過ぎ

ても使えることが示されたため、試薬の廃棄量

を減らせ、コスト削減に繋げられる。 
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